1サイジ ノ ヨウイクシャ ノ カカワリ コウドウ ガ シュウガクマエ ノ シャカイ ノウリョク ハッタツ ニ オヨボス エイキョウ ニ カンスル ケンキュウ by 磯 笑子
1歳時の養育者のかかわり行動が就学前の社会能力
発達に及ぼす影響に関する研究
著者 磯 笑子
内容記述 筑波大学博士 (医学) 学位論文・平成25年3月25日
授与 (甲第6590号)
付: 参考論文
発行年 2013
URL http://hdl.handle.net/2241/120285
[314] 
いそ えみこ
磯 笑子(渓城県)
博士(医学)
↑専甲第 6590 号
平成 25年3月25日
学位規則第4条第 1項該当
人間総合科学研究科
1歳時の養育者のかかわり行動が就学前の社会能力発達に及ぼす影響に関
する研究
氏名(本籍)
学位の種類
学位記番号
学位授与年月日
学位授与の要件
審査研究科
学位論文題目
、 ?
高4
副
副
????
筑波大学教授
筑波大学講師
筑波大学講師
筑波大学講師
博士(藍学)
博士(医学)
博士(室学)
博士(医学)
??????????
論文の内容の要旨
(呂的)
社会能力は、将来の学力や問題行動の予測記子となりうる点で発達上重要であるが、コホート研究を用い
た影響要因に関する実証研究は国内において必ずしも十分ではない。海外のコホート研究では、子どもの社
会能力発達に、保育経験、家庭の社会経済的要因、家庭における養育者のかかわりが関連することが示され
ている。一方、社会文化的背景の異なる海外の知見であることから、日本における実証研究が求められる。
そこで本研究では、社会能力を「他者を理解し、円滑に付き合う能力Jと定義し、 l歳時の子どもをとり
まく環境要因が就学前の社会能力発達におよぽす影響について、養育者のかかわりと社会能力の関連に焦点
をあて検証することを自的とする。
(対象と方法)
本研究は、仮説検証のため、 2つの前向きコホート調査を実施した。
研究 1では、子どもが 18か月齢(1歳半)から 42か月齢 (3歳半)まで2年間追跡、読査を実施した。対
象は、 42か月までの観察調査に参加した 174組の子どもと養育者である。調査方法は、かかわり指標(IRS)
を用いた行動観察調査、および家庭における養育者のかかわりに関する質問紙調査であった。追跡率は
75.3%であった。
研究2では、認可保育園を利用する子どもと養育者を対象とするパネルコホート調査を実施した。対象は、
2000年から 2010年までの参加者のうち、 l歳から 5歳まで追跡、可能な子どもと養育者869組である。質問
紙調査により 1歳時の家庭でのかかわりと 5歳時の自己表現発達の関連を検討した。 5歳時の自己表現の評
価は、幼児用社会的スキル尺度 (SSS)を用いた。追跡率は70.0%であった。
(結果)
1. 1歳時の養育者のかかわりが3歳時の社会能力に及ぼす影響(研究 1)
18か月時に養育者の共感性発達への配慮得点が高いと 42か月時の自己制御得点が高い(rニ0.15，p < 0.05)、
認知発達への配慮領域得点が高いと 42か月時の共感性得点が高い (r二 0.15，p < 0.05)ことが示された。さ
らに、アイコンタクトの成立や、子どもに対する情緒的かつ認知的な応答など、子どもを尊重したていねい
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なかかわりが、 42か月時の社会能力と有意な関連を示した。
18か月時の家庭における養育者のかかわり行動と 42か月時の社会能力の関連では、「本を読み聞かせる
機会がある」場合、運動制御が高い (r= 0.18， p < 0.05)、「配偶者の育児協力の機会があるj場合、共感性が
高い (τ=0.17， p < 0.05)、「子どもと公園に行く機会があるj場合、感情制御が高い (r二 0.18，p<0.05)傾向
がみられた。
2. 1歳時の養膏者のかかわりが5歳時の社会能力に及ぼす影響(研究2)
カイ二乗検定では、「子どもに本を読み脅かせる機会がある(戸<0.05) J、「家族で一緒に食事をする機会
がある (p< 0.05) Jと5歳時の自己表現の「高得点群jが有意な関連を示した。次に、 5歳時の自己表現を
目的変数、 l歳時の養育者のかかわりを説明変数、性別、きょうだいの有無、保育形態、入盟年齢を調整変
数として多重ロジスティック回帰分析を実施した。自己表現が高得点群の場合、低得点群に比較して、 1歳
時に「本を読み聞かせる機会jが1.6倍(信頼区間1.05-2.57)、「家族で一緒に食事をする機会Jが2.6倍(信
頼[R間1.02-5.67)、多い値を示した。
(考察)
本研究は、行動観察課査と質問紙調査を組み合わせた 2つのコホート調査による縦断研究を実施し、 l歳
時の養育者のかかわり行動が就学前の社会能力発達に及ぼす影響を検証した。
子どもの社会能力と養育者のかかわり行動の評価について、研究 lでは IRSを用いた行動観察により、ア
イコンタクトの成立を促す養育者の行動や子とともに対するポジティブなかかわりが子どもの社会能力を育む
可能性が示された。
l 歳前後は音声をまねる、言語を 1~2 諾正しくまねるなど、言語の習得が伸びる時期であり、自己表現
には言語発達が重要である。言語発達を促すかかわりのひとつである「本の読み関かせ機会jや、多様なコ
ミュニケーションを楽しむ機会である「家族で一緒に食事する機会Jなど、家庭における認知的刺激や、情
緒的かかわりの豊かさが就学前の自己表現発達に影響することが示唆された。
審査の結果の要旨
本研究は、子どもの社会能力の発達について、養育者の関わりとの関連に焦点を当てた、独創性の高い研
究である。調査は、行動観察 174組、質問紙調査869組と十分なサンプル数が確保され、また横断調査では
なく前向きコホート研究で実施されており、妥当性の高い結果が得られている。本研究の結果から、子ども
の社会性発達に関して、養育者の家庭でのかかわりの質を高める支援の重要性が示唆されるなど、社会的に
も価値のある知見が得られている。
平成 25年1月11日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求め、
関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。
よって、著者は博士(医学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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